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1. 可能性と確定性
囲碁では、「可能性」と「確定性」という

２つの重要な特性があり、この２つの特性を

利用しながら戦いが進行していきます。その

ことについて、少し詳細に述べたいと思いま

す。

� ２つの特性と勝敗の確定

「可能性」とは、「地の囲い合いでも勝て

る」という残存価値のことをいいます。また、

「確定性」とは、一旦得た権利が、手順の進

行によって変化しない状態となることをいい

ます。「可能性」と「確定性」は、ともに手

順進行によって、自然発生的に生まれる事象

であり、盤上に石数が増えることで、「可能

性」は減少し、正反対に「確定性」は増大す

る特性があります。これら２つの相反する特

性によって、「勝敗の確定」が生まれます。

「勝敗の確定」とは、「打つ場所がまだ十分あ

るのにもかかわらず、もうどこに打っても逆

転ができない状態になる」という事象をいい

ます。

� 可能性の変化

図１は王座戦の手順図です。４手目から11

手目までの「一手ごとの勢力図の変化」から

「可能性」がどのように変化するのかを考えて
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基本理論：手順進行によって「可能性」は減少し、

「確定性」は増大する

生きる効率を競う「可能性」と「確定性」

連載　碁の本質を解明する　第７回

図１　可能性の変化の手順図
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みます。

図２から図９は、４手目から11手目までの

勢力図です。図２と図３の比較から４手目と

５手目の勢力値の変動の大きさは、黒マイナ

ス６から黒プラス113になっているため、その

差の119が変動値になります（図下カッコ内が

変動値）。続けて変動値の大きさを見ると、

119 → 110 → 44 → 47 → 81 → 92 → 15と変化

しています。

さらに12手目からの勢力値は、
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図２　４手目の勢力図

黒：164、白：170 黒－6

図４　６手目の勢力図

黒：148、白：145 黒＋3（110の変動）

図３　５手目の勢力図

黒：213、白：100 黒＋113（119の変動）

図５　７手目の勢力図

黒：164、白：117 黒＋47（44の変動）
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